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はじめに :イ レウスの病態解Rrlを目的として,従 来

から実験的に種々のモデルが考案されてきたが1レ),今

回,腸 管を結繁せず臨床像に近似 した経過をたどる,

単純性および複雑性イレウスモデルを作成することが

できたので報告する.

方法 :体重約300gの W紙 ar系雄性 ラットを用い,

アイオナール麻酔下に開腹 して回盲部より日側10枝目

の血管支配領域の小腸に内径3mmの 金属性の リング

を装着した。 リ ングはフックをスライ ドさせることに

より, リングの一部を開閉することができる。単純性

イレウスモデルは開いた リングの一部から小腸を リン

グ内に通すことにより,複 雑性イレウスは約4cmの 小

腸係師を腸間膜 とともに逆 U字 形に リングの中″らに

通すことにより,そ れぞれ作成した.リ ング装着後 6

時間,12時 間,24時 間,48時 間 目に開腹し腸管の状態

を観察した.

結果 !単純性イレウスモデルではフックをスライ ド

させ, リングの一部を開き小腸を リング内に通 した処

置を行 うと,血 管や腸管壁に傷害を与えることなく小

腸内腔に軽度の閉塞状態を作成することができた。 リ

ング装着後 6時 間 目から12時間 目の間に腸管内容の

うっ滞によって リング装着部位の小腸は閉塞状態 とな

り,時 間の経過 とともに リングロ側の小腸は著明に拡

張したが, リング装着後48時間日でも血行障害による

腸管壊死を認めず,単 純性イレウス状態と認識するこ

とができた。一方,複 雑性イレウスでは リングに小腸

係端を通 した処置後は,腸 間膜の動脈性拍動 と軽度の

うっ血を認め, さらに リングに通した小腸および腸間

隈は時間の経過 とともに浮腫,うっ血の程度が進行し,

48時間目では完全に壊死に陥っていた.同 時に リング

ロ側の腸管は著しく拡張 していた (Fig,1).

考察 !従来のイレウスモデルは小腸を直接結然して

作成されていたため,小 腸は当初から完全閉塞に陥っ

ていたが1レ),今回のモデルでは, リングを装着 した部
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Fig. 1 Intestinal findings 48 hours after operation.
a : Simple ileus, b: Complex ileus

位の小腸が時間の経過 とともに徐 々に閉塞状態に陥 っ

た り,血 行障害をおこした小腸が徐 々に壊死に至ると

い う臨床像にきわめて近似 した病態を観察す ることが

で き,今 後 このモデルを用いて, よ り臨床像に近い検

討を行 うことがで きると考えられた。また, このモデ

ルではイレウス作成時に小腸に直接損傷を与えていな

いため, フ ックを操作 して リングを取 り外す ことによ

り, イレウス解除後の病態を観察す ることがで きるの

もこのモデルの利点であると考えられた。
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